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平成30年　市政 この１年
今年１年間の主な行事と施策を振り返りました。

１
月

１
日
第
62
回
全
日
本
実
業
団
対
抗 

　
駅
伝
競
走
大
会
（
ニ
ュ
ー
イ
ヤ

　
ー
駅
伝
２
０
１
８
in
ぐ
ん
ま
）

４
日
群
馬
銀
行
賀
詞
交
歓
会
に
お     

   

け
る
市
政
Ｐ
Ｒ
事
業（
・５
日
）

６
日
桐
生
市
消
防
隊
出
初
式

７
日
第
70
回
桐
生
市
成
人
式

23
日
桐
生
市
歴
史
的
風
致
維
持
向

　
上
計
画
認
定

26
日
文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴
う
防

　
火
訓
練

29
日
防
災
講
演
会

２
月

10
日
南
公
園
梅
ま
つ
り
（
～
３
月

　
11
日
）

11
日
第
64
回
桐
生
市
堀
マ
ラ
ソ
ン

　
大
会

17
日
第
33
回
桐
生
広
域
物
産
ま
つ

　
り
、
第
56
回
桐
生
市
特
産
物
展

　
示
会
（
・
18
日
）

17
日
桐
生
へ
お
い
で
よ
！
桐
生
暮

　
ら
し
相
談
会

３
月

１
日
桐
生
市
市
政
功
労
者
表
彰
式

１
日
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　

（
～
７
日
）

10
日
景
観
講
演
会

４
月

１
日
地
域
振
興
整
備
局
の
新
設

１
日
被
災
地
支
援
の
た
め
岩
手
県

　
宮
古
市
、
宮
城
県
石
巻
市
に
職

　
員
を
派
遣

1
日
新
里
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
、
桜

　
ま
つ
り

６
日
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

（
～
15
日
）

７
日
第
54
回
吾
妻
公
園
チ
ュ
ー
リ

　
ッ
プ
ま
つ
り
（
～
22
日
）

８
日
く
ろ
ほ
ね
桜
ま
つ
り

９
日
桐
生
市
屋
内
遊
戯
場
（
キ
ノ

　
ピ
ー
ラ
ン
ド
）
オ
ー
プ
ン

13
日
図
書
給
食
開
始

16
日
き
り
ゅ
う
暮
ら
し
応
援
事
業

　
申
請
受
け
付
け
開
始

20
日
市
民
文
化
会
館
前
で
鯉こ
い

の
ぼ

　
り
の
掲
揚
（
～
５
月
11
日
）

21
日
第
80
回
市
民
植
木
市
（
・
22

　
日
）

28
日
桐
生
八
木
節
ま
つ
り
in
浅
草

　

（
・
29
日
）

28
日
有
鄰
館
ま
つ
り（
～
５
月
６
日
）

５
月

11
日
第
70
回
記
念
桐
生
市
文
化
祭

　
（
～
６
月
10
日
）

12
日
市
民
体
力
測
定

25
日
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
コ
ロ
ン
バ

　
ス
市
か
ら
コ
ロ
ン
バ
ス
州
立
大

　
学
生
が
来
桐
（
～
31
日
）

27
日
春
の
市
民
一
斉
清
掃

６
月

２
日
第
59
回
吾
妻
公
園
花
菖し
ょ
う
ぶ蒲
ま

　
つ
り
（
～
17
日
）

３
日
元
宿
浄
水
場
開
放

10
日
第
34
回
市
民
梅
狩
り

17
日
第
18
回
け
ん
こ
う
ま
つ
り
・

　
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ

７
月

1
日
桐
生
八
木
節
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
ス
タ
ッ
フ
認
定
式

2
日
第
68
回
桐
生
市
社
会
を
明
る

　
く
す
る
運
動
市
民
大
会

7
日
市
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
（
～

　
８
月
26
日
）

7
日
桐
生
八
木
節
ま
つ
り
in
浅
草

　

（
・
8
日
）
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８
日
市
長
が
イ
タ
リ
ア
共
和
国
ビ

　
エ
ラ
市
を
訪
問
（
～
15
日
）

19
日
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り

　
講
演
会

22
日
豪
雨
被
災
地
支
援
の
た
め
岡

　
山
県
倉
敷
市
に
職
員
を
派
遣　

　
（
～
９
月
29
日
）

26
日
子
ど
も
一
日
図
書
館
員

27
日
小
学
生
消
防
署
体
験
入
署

27
日
第
61
回
桐
生
市
臨
海
子
ど
も

　
会
（
～
29
日
、
第
２
団
29
日
～

　
31
日
）

８
月

１
日
第
39
回
桐
生
が
岡
動
物
園
一

　
日
飼
育
員
（
小
学
校
６
年
生
）

３
日
第
55
回
桐
生
八
木
節
ま
つ
り

　

（
～
5
日
）

４
日
第
48
回
日
立
市
・
桐
生
市
子

　
ど
も
会
交
歓
会
（
・
5
日
）

９
日
手
話
推
進
講
演
会

15
日
第
34
回
新
里
ま
つ
り

15
日
第
31
回
く
ろ
ほ
ね
夏
ま
つ
り

　

（
・
16
日
）

25
日
第
14
回
桐
生
市
マ
ー
チ
ン
グ

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

30
日
第
54
回
桐
生
市
ぶ
ど
う
展
示

　
会

９
月

２
日
桐
生
市
消
防
隊
秋
季
点
検
並

　
び
に
桐
生
市
水
防
訓
練

７
日
り
ょ
う
も
う
グ
ル
メ
シ
ー
ル

　
ラ
リ
ー
（
～
12
月
20
日
）

８
日
第
8
回
き
り
ゅ
う
映
画
祭

　
（
・
9
日
）

８
日
境
野
水
処
理
セ
ン
タ
ー
施
設

　
開
放

14
日
コ
ロ
ン
バ
ス
市
に
中
学
生
を

　
派
遣
（
～
19
日
）

21
日
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

（
～
30
日
）

10
月

１
日
下
水
道
使
用
料
改
定

６
日
第
43
回
緑
化
推
進
大
会

７
日
第
54
回
桐
生
市
青
年
祭

８
日
直
木
賞
作
家
門
井
慶
喜
講
演

　
会

19
日
第
46
回
桐
生
市
産
業
振
興
貢

　
献
企
業
感
謝
状
贈
呈
式

21
日
図
書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

23
日
桐
生
大
学
・
桐
生
大
学
短
期

　
大
学
部
と
の
包
括
的
連
携
協
力

　
に
関
す
る
協
定
の
締
結

24
日
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ

　
ア
桐
生
２
０
１
8

25
日
桐
生
市
戦
没
者
追
悼
式

26
日
第
23
回
桐
生
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

　
ウ
ィ
ー
ク
（
～
11
月
4
日
）

27
日
第
18
回
桐
生
市
子
ど
も
会

　

「
子
ど
も
議
会
」

28
日
秋
の
市
民
一
斉
清
掃

28
日
桐
生
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
オ

　
ー
プ
ン
（
～
平
成
31
年
3
月
31

　
日
）

29
日
第
41
回
桐
生
市
交
通
安
全
推

　
進
大
会

11
月

１
日
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
オ

　
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

（
～
30
日
）

２
日
黒
保
根
町
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

　

テ
ィ
バ
ル
２
０
１
8（
・
3
日
）

3
日
両
毛
線
沿
線
の
ほ
ほ
ん
列
車

　

た
び
特
別
着
付
け
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
in
桐
生

３
日
黒
保
根
町
健
康
ま
つ
り

３
日
新
里
公
民
館
ふ
れ
あ
い
文
化

　
祭
（
・
４
日
）

３
日
に
い
さ
と
健
康
ま
つ
り

３
日
新
里
図
書
館
こ
ど
も
図
書
館

　
ま
つ
り

4
日
赤
城
山
グ
ル
メ
ラ
イ
ド

９
日
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　

（
～
15
日
）

17
日
第
32
回
桐
生
市
「
明
る
い
家

　
庭
・
地
域
づ
く
り
運
動
」
推
進

　
市
民
大
会

17
日
近
代
化
遺
産
一
斉
公
開

18
日
第
32
回
新
里
地
区
産
業
祭

18
日
歴
史
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ

　
ウ
ム

23
日
「
未
来
の
環
境
」
食
と
健
康

　
の
集
い

24
日
桐
生
市
観
光
キ
ャ
ラ
バ
ン
in

  
東
武
日
光
駅

　

10
月
31
日
に
群
馬
大
学
桐
生

キ
ャ
ン
パ
ス
で
市
政
懇
談
会

「
市
長
と
語
ろ
う
！
ー
大
学
生

編
ー
」
を
開
催
し
、
群
馬
大
学

理
工
学
部
・
大
学
院
理
工
学
府

の
学
生
24
人
と
「
桐
生
市
の
魅

力
」
を
テ
ー
マ
に
懇
談
し
ま
し

た
。

　

鋭
い
視
点
で
、
桐
生
市
の
良

い
と
こ
ろ
、
改
善
す
べ
き
と
こ

ろ
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
な

ど
た
く
さ
ん
の
貴
重
な
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
活
発
で

有
意
義
な
意
見
交
換
が
で
き
た

こ
と
を
と
て
も
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。

　

群
馬
大
学
理
工
学
部
・
大
学

院
理
工
学
府
は
地
域
の
宝
で
あ

り
、
学
生
の
皆
さ
ん
も
同
様
に

桐
生
市
に
と
っ
て
大
切
な
存
在

で
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、

桐
生
市
に
愛
着
を
も
っ
て
い
た

だ
き
、
卒
業
後
も
市
内
で
活
躍

し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
市
政
懇
談
会
で
の
ご

意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
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